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　ようこそ！大阪の支援学校へ！これから子どもたちとと
もに、夢と希望を持って学校現場で働かれるみなさんに、
心からの歓迎とエールを送ります。きっと「子どもたちと
してみたいこと」が、たくさんあるかと思います。その気持
ちを忘れずに、これからいっしょに頑張っていきましょう！
　昨今「働き方改革」が注目されているように、学校現場
では慌ただしく時間が過ぎています。それでも多くの先
生方が目の前の子どものために、試行錯誤をして、いっ
しょに教育活動を創っています。時には「もっとこうした
いんだけど…」「自分にできるのかな？」と心配になること
もあるかもしれません。そんな悩みや不安を抱いている
のは、きっとあなただけではありません。そんな時には1
人で悩まずに、ともに頑張る仲間と話し、学び、交流して
みませんか？
　大障教は、みなさん一人ひとりのねがいや気持ちを軸
に「つながる」ことを大切にしています。その真ん中には、
日々輝く子どもたちの姿があります！また青年部では交
流企画や学習会など、たくさんの取り組みも行なってい
ます。ぜひご参加ください。
　大障教で仲間と語り合い、交流したことは、きっと明日
から元気に頑張ろうと思える「力」になります！ みなさん
とつながれることを心から楽しみにしています！

　大障教に加入されましたら、下記の組合費を正規雇用の方は毎月の賃金か
ら引き落とし、非正規雇用の方は手集めさせていただきます。なお、集めら
れた組合費は、印刷物、活動参加への交通費、集会等の運営費、専従役員
（休職し組合の業務を専門に行う人）の賃金保障など、私たちの運動全般を
すすめていくために使われます。こうした組合費の支出には会計監査（毎年
の定期大会で報告されます）も行われ厳正に執行されます。

　新しい環境に慣れるまでは、授業のすすめ方や、
子どもたちとのかかわり方など、思い悩むことも多
いのではないかと思います。そんな時は、決して一
人で抱えこまず、まわりの先輩や、同期のなかまに
気軽に相談しながら、少しずつ解決していってくだ
さい。
　大阪の教育現場は、深刻化する「教室不足」や
「教員不足」に加えて、財政難を口実に教育予算が
年々削減され、教職員を管理・統制する動きが年々
つよまっています。だからこそ、子どもたち一人ひと
りを大切にする教育条件や、安心して仕事に専念
できる教職員の労働条件、教職員が協力しあえる
職場づくりなど、私たち自身が思いを声にしてあげ
ることがよりよい改善につながっていきます。
　大障教は、多くの教職員や父母・府民のみなさん
とも力をあわせ、教育条件整備や労働条件の改善、
子どもたちが安心してのびのびと育っていける社
会をつくるために活動しています。なかまとつなが
り合いながら、みなさんの思いや声を束ねていきま
しょう。このパンフレットでは、その一部を紹介して
います。ぜひお読みいただき、多くの方々に大障教
へご加入いただけることを心より願っています。
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大阪府立障害児学校教職員組合 　年　　　月　　　日

執行委員長　西面 友史 様

大障教への加入を申し込みます。

(　　　　　　　年　　　月　　　日生まれ )

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）学校分会　
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【分会責任者記入欄】

組合活動はみんなの組合費で
支えられています

大障教 青年部長

（思斉支援学校）

奥　正行
大障教執行委員長

（守口支援学校）

西面 友史

教育職：給与（基本給+教職調整額+義務教育特別手当）×1.65%を年間
13回（12月のみ2回徴収）
行政職：給与（基本給）×1.65%を年間13回（12月のみ2回徴収）
育児短時間勤務：通常の組合費の半額を年間13回（12月のみ2回徴収）
常勤講師：月1000円を年間12回　　非常勤講師・職員：月500円
再任用及び高齢者部分休業：給料月額×1.65%×1／2を年間12回

大障教青年部では
「学び合い・つながり合い」を
大切に活動しています

２０２６年度から新たに
府立支援学校勤務となるみなさん
大障教を代表して、みなさんの
着任を歓迎いたします

大阪府立障害児学校教職員組合（大障教）
〒543-0021  大阪市天王寺区東高津町7-11  大阪府教育会館704号
TEL （06）6765-8904　FAX （06）6765-8905 　E-mail  fushoukyou_1@mtb.biglobe.ne.jp

ホームページアドレス　http://fc06331220171211.web2.blks.jp

学部等（　　　　　　 　　　　）　　職種（　　　　　　　　　 　）上記加入者の所属と職種をご記入ください。
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　明日への希望やねがいを持ててこそ、子どもたちは成長・発達します。私たちは、子
どものねがいをはぐくみ、それにしっかり寄り添って教育をすすめたいと考えています。
　こうした教育をすすめるためには、教職員、父母、子どもが、信頼関係と対等な人
間関係をしっかり築くことが必要です。それを可能にするのは、子どもたち一人ひとり
が大切にされる豊かな教育条件、教員の自由な教育・研究活動、教員と父母の対等な
意見交換などが保障される「学校づくり」だと私たちは考えています。

　大障教青年部では、「よりよい教員になりたい」という青年
の要求を大切に、学びとつながりを重視したとりくみをして
います。一人では行き詰ってしまうときも、なかまと力を合
わせれば必ず解決の道が見つかります!ぜひ、大障教に加入
して、教職員としての力量を高めていきませんか。
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　憲法9条を守り生かすとりくみや、障害者福祉の充実を
求めるとりくみなど、国民のねがいが大切にされる社会の
実現にむけた活動も行っています。
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働きやすい職場をつくる活動
2025年度　要求実現した主な内容 保護者とともに教育条件の改善を要求

よりよい教育をめざす活動

●府立支援学校の新校整備を
２０１８年度より、知的障がい支援学校の新校整備を求める請願
署名にとりくみ、この８年間で２０万筆を超える署名を府議会に
提出しました。この間、出来島支援の開校、豊能地域新校、生野
支援の新築移転、大阪市北東部新校、四條畷校の本校化が進ん
でいます。

●「特別支援学校設置基準」の改善を
長年の要求と運動が実を結び、「特別支援学校設置基準」
（2021.9.24）が公布されました。「過大・過密」「教室不足」の解
消を図れるようよりよい「設置基準」を求めています。

●長時間労働の解消に向け、抜本的な教職員の増員を
●老朽化施設の改築・改修を
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介
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社会の実現を国民のねがいが大
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●３年連続！全世代賃上げ
・大卒初任給11,000円UP、４０代後半以降6,500円UP
・地域手当のUP！１１.８％→１２.８％（平均＋3,360円）
　・期末・勤勉手当の引き上げ　年間＋0．05月分（４．65
月分に）

　・自動車通勤の駐車場代補助（月5,000円まで）【2026
年４月～】
・非常勤講師の報酬単価改善１時間あたり100円UP
●非常勤講師の服務日以外の公費による結核検診
実施
●養護教諭の軽減講師などについて、非常勤補助
員から常勤の栄養職員配置へ
●採用試験受験の服務を年休から職免へ新転任歓迎教研
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2025年度 発達学習会

「大阪の青年教職員とつながろう！！」毎年、2月に開催しています。


